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｢私たちの心のあるところ」

（ルカ12：22～34）

挽地茂男
2019.6.23 日本基督教団千歳丘教会

大学で教えておりますと、いろ

いろな学生と親しくなる機会があ

ります。千葉大学で宗教学を教え

ていた頃にも、授業の後で何度か

質問に来る学生と親しくなって、

こちらの仕事の手伝いをしてもら

ったものですから、お昼ご飯でも

一緒に食べようということになっ

て、じゃどこで食べようかとなっ

て、その学生にどこか良く行く食

堂にでも連れて行くように案内を

頼みますと、彼が言うには、千葉

には（当日は千葉の大学で授業が

あったものですから）美味しいと

ころがないんです、って言うんで

すね。特に美味しくなくてもいい

から、手軽に食事できるところで

いいよ、と申しますと、実は千葉

では食事しないことにしている、

って言うんですね。授業があって

昼 時 、千 葉 に

い な けれ ば な

ら な いと き は

ど う する の 、

と聞きますと、

大学ではメロンパンしか食べな

い、と答えが返ってきました。で、

結構貧乏しているのかな、とは思

ったのですが、それにしては文献

として紹介したかなり高い書籍を

購入したとか、全集を買ったとか

という話が出てきていたものです

から、変だなあとは思ったのです。

でも、まずは食事と言うことで、

東 京 駅 近 辺

な ら 案 内 で

き ま す と い

う こ と で 、

わ た し も 彼

も昼からの授業はもうないからと

いうことで、千葉から新橋まで戻

ってきて食事することになりまし

た。電車の中(や案内された食事

処)での話で、驚いたのですが、

実は、彼は若いくせに大変な美食

家で、東京の有名な店は殆ど制覇

していて、自分でもある有名な料

理人に弟子入りしていて、料理を

するらしく、購入する食材とか出

かけていって食べる食事代が一月

２０万円平均だというんですね。

学生が一月２０万の食費というの

はにわかに信じがたい話ですが、

そんな学生もいるのですね。連れ

て行かれたところは――若干の心
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配どおりに――少々高級な鳥料理

の店でした。しかし、昼のメニュ

ーだけは手頃な値段で食べさせる

店だということで、まあ心配せず

に食事を済ませることが出来まし

た。食事の後、その学生は築地に

たのんであった包丁を取りに行く

と、新橋で別れたのでした。

今日読みました聖書の箇所も食

べることが出て参ります。着るこ

とも出て参ります。「だから言っ

ておく。命のことで何を食べよう

か、体のことで何を着ようかと思

い悩むな」（２２節）と言われて

います。もちろんこれは、自分で

食材を選んで、美味しく調理し、

美味しいものを感謝して頂くと言

うことを否定しているものではあ

りません

し、健康

に留意し

た食生活

の た め

に、何を

食べるか

食べないかと配慮や調整すること

を否定しているのでもありませ

ん。また「今日は何を着ていこう

か」と身だしなみやおしゃれに気

を遣うことを否定しているのでは

ありません。

イエス・キリストが「烏――ル

カでは烏が出てくるのですね、そ

の烏――のことを考えてみなさ

い」とか「野原の花がどのように

育つか考えてみなさい」と鳥や花

に目を向けるように命じておられ

るのはなぜでしょうか。

まず鳥のことや野原の花のこと

に目を向けさせている理由は、第

一に、わたしたちの「目を鳥や花

の方に引き離す」ということです。

何からかというますと、目の前の

直接的な必要から、目を引き離す

ということです。ここで「何を食

べようか」「何を着ようか」と言

われているものは、思い悩みの対

象となるものとして引き合いに出

されています。それらは人間の生

存のための必要物であり、いつの

時代も人間の根本的な不安と関係

してきたものです。イエス・キリ

ストは人間生存のための最も直接

的な必要物――食物と衣服(衣食)

――に関する根本的な不安を話題

にしています。直接的な必要から

生じる不安は、むしろ現代の日本

社会においては、食物や衣服とい

った形を取らない場合の方が多い

でしょう。人間関係を含むより複
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雑なものになっている可能性があ

ります。しかし主イエスは、それ

に対しても原理的には同じ対応を

見せられるでしょう。イエス・キ

リストは、「空の鳥」や「野の花」

に目を向けるようにいいながら、

自 分 に と

っ て の 直

接 的 な 必

要 か ら 、

ま た そ こ

か ら 生 じ

る不安から目を引き離させるので

す。この箇所の訓戒は、不安な感

情を持たないようにするといっ

た、われわれの感じ方ではなく、

われわれのもっと根本的な生き方

を問題にしています。「不安はか

ゆみのようなものである。考えま

いと決心するだけでは、その心配

は無くならない」と言った人がい

ます。その通りです。ではこの不

安にどのように対処したら良いの

でしょうか。

主イエスが「これらのことで思

い悩むな」と語って、不安に支配

されてはならない、と述べておら

れるのには、三つの理由がありま

す。その一つは、①思い悩みの対

象となっているものよりより大切

ヒナキキョウソウ

なものがあるということです。２

３節。「12:23 命は食べ物よりも

大切であり、体は衣服よりも大切

だ。」直接的な必要はより大切な

ものを見えなくさせるのです。大

切なものが見えなくなると、食物

と衣服（多くの所有）があっても

ますます不安の中に人生を送る人

々もいるのです。わたしたちは、

わたしたちの持っているもの、あ

るいは持たないものへの不安か

ら、あれもないこれもないという

不安から解放されなければなりま

せん。イエス・キリストの教えは

われわれが何を持つかということ

よりも、まず、われわれが誰であ

るかということに集中させるので

す。戦後初の東大総長の南原繁は

「何かをなす（to do）の前に何

かである（ to be）ということを

先ず考えよということが（新渡戸

稲造）先生の一番大事な教えであ

ったと思います」と語っています。

主イエスがわたしたちの目を「空

の鳥」や「野の花」に向けさせた

のは、鳥や花を通して、その鳥や

花に眼差しを向けておられる神

に、わたしたちの目を向けさせる

ためでした。その眼差しをたどっ

て神に目を向けさせるためです。
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そしてわたしたちは、鳥と花とわ

たしとに眼差しを注いで折られる

神の前に、わたしが何者であるか

を確認する必要があるのです。to
do（「何かをする」か）あるいは to
habe（「何かを持つ」か）ではな

く、to be（「何である」か）を大

切に考えることが必要なのです。

ですからわたしたちが不安に支

配されてはならない二つ目の理由

は、②神は彼ら(鳥や花)の面倒を

見ておられるという事実を知るこ

とです。そしてまた同じようにわ

たしたちも神さまの配慮の対象で

あることを思い起こすようにと語

っておられるのです。２４節。「1

2:24烏のことを考えてみなさい。

種 も 蒔 か

ず、刈り入

れもせず、

納屋も倉も

持たない。

だが、神は烏を養ってくださる。

あなたがたは、鳥よりもどれほど

価値があることか。」２７－２８

節。「12:27 野原の花がどのよう

に育つかを考えてみなさい。働き

もせず紡ぎもしない。しかし、言

っておく。栄華を極めたソロモン

でさえ、この花の一つほどにも着

飾ってはいなかった。12:28 今日

は野にあって、明日は炉に投げ込

まれる草でさえ、神はこのように

装ってくださる。まして、あなた

がたにはなおさらのことである。

信仰の薄い者たちよ。」神の摂理

に対する新たな信頼が必要なので

す。主イエスの論法は「小から大」

に向かう論法です。つまり、小さ

な生物(鳥)を話題に乗せ、その上

で鳥よりも大きい価値ある人間へ

と話を展開するのです。ご自身の

ものを配慮される神の力への信頼

こそが、思い悩みからわたしたち

を解放してくれるのです。

さらにわたしたちが不安に支配

されてはならない三つ目の理由

は、③思い悩むことが、解決につ

ながらないからです。２５－２６

節。「12:25 あなたがたのうちの

だれが、思い悩んだからといって、

寿命をわずかでも延ばすことがで

きようか。12:26 こんなごく小さ

な事さえできないのに、なぜ、ほ

かの事まで思い悩むのか。」わた

したちがいくら心配しても、身長

を三センチ高くすることも、寿命

を一日延ばすことも出来ません。

もしわたしたちが思い悩むことに

よって、これほど小さなことさえ
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実現できないのなら、他のことに

ついても、思い悩んでも同じこと

だと言うのです。

先日来お伝えしている、夏の講

演会の講師の樋野興夫先生が、ご

自身の本の中で、今日の聖書の箇

所にとりあげて、語っておられる

ところがありま

す。がんの方に

思い悩むなとか、

思い煩うなと言

うことはとても

大変な、あるい

は勇気さえいる

ことだと思いますが〔がんを病む

方に向かって〕こう言っておられ

ます。「人生には、理由が分から

ないことが山ほどあります。〔が

んの発症を含めて〕物事が起こる

とき、意味が分からないことばか

りです。自分ではどうにもコント

ロールできないことに一喜一憂す

るのは、つかれてしまいます。自

分でコントロールできることにつ

いては、努力するのがよいと思い

ます。ですが、自分ではコントロ

ールできないことに対して、心配

するのはやめることです。

やるべきことをやって、あとは

自己放棄をすることです。全力を

尽くして、あとは成るようにしか

成らないのです。

医師の余命宣告は、あくまでも

７割の確率です。

“確率”であって“確実”では

ないのです。がん患者さん全体の

割合であり、あなた個人のことで

はないのですから、心配しすぎな

いことです。

がんの再発を心配しても、それ

もわかりません。医師もわからな

いのです。自分の寿命がいつまで

か、わかっている人はいません。

わからないこ

とはグレーゾ

ーンのままで

いいのです。

わからない

ときに、私が

『わかりませ

ん』と答えると、患者さんは『先

生もわかりませんか』と、うれし

そうにおっいしゃいます。きっと

大切なのは、何を言われたかでは

なく、だれに言われたか、なので

しょう。

がんになったために、仕事のプ

ロジェクトから外れることになっ

て悔しい思いをしたり、だれかの

助けを借りる必要が生まれて、自
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分に自信をなくしたりすることも

あるでしょう。社会から必要とさ

れていない存在だと感じてしま

う、と吐露する人もいます。

あなたがこの地上に生まれたの

は、何のためでしょうか。人生の

目的は何でしょう。

あなたが人生に期待できなくな

り、自分自身に希望が持てなくな

っても、あなたは『人生の方から

期待されている存在』です。苦し

みの中で、それを実感する深い学

びの時が与えられているのです。

心配し続ける私たちに、空の鳥

を見なさいと、聖書は語ります。

そして、こう続けます。『百合

の花〔新改訳聖書〕のことを考え

てみなさい。どうして育つのか。

紡ぎもせず、織りもしないのです。

しかし、わたしはあなたがたに言

います。栄華を窮めたソロモンで

さえ、このような花の1つほどに

も着飾っ

てはいま

せんでし

た。しか

し、きょ

うは野に

あって、あすは炉に投げ込まれる

草をさえ、神はこのように装って

くださるのです。ましてあなたが

たには、どんなによくしてくださ

ることでしょう』

衣食住が足りていれば、それで

いいではないでしょうか。

あとは、自分の性格〔品性〕を

完成させることです。人間は最後

の五年が勝負です。自分で解決で

きないことは考えないことです。

自分の死については、無頓着でい

いのです。『だから、あすのため

の心配は無用です。あすのことは

あすが心配します。労苦はその日

その日に、十分あります』」(『こ

ころにみことばの処方箋』42-45)。

わたしたちが思い悩みにとらえ

られているとき、わたしたちの視

野は小さくなり、トンネル化現象

と呼ばれるような視野の狭窄がお

こります。視野が非常に狭められ

て、それ以外には何も見えなくな

ってしまうのです。このイエス・

キリストの「空の鳥」を見よ「野

の花」を見よ、という言葉は、わ

たしたちを思い悩みから解放する

第一歩を示しています。現実の思

い悩みの対象から目が離れたと

き、はじめて他のものが、見えて

くる。またもっと大切なものが、

つまり食べ物や着物よりも大事な
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ものと言われている「命」とか

「体」とかが視野に入ってくるの

です。そして「命」や「体」の大

切さが理解されたとき、食べ物の

大切さや着物の大切さが、また、

正しく理解されてくるのです。

イエス・キリストが鳥（烏）や

野原の花に目を向けさせているの

は、直接的な必要から目を離させ

るということが一つですが、さら

に、わたしたちが目を上げて神が

創られた世界を見るということを

促しているのです。そこに見なけ

ればならないものがあるというこ

とです。自然や世界に目をやるこ

とによって見えてくるもの、それ

は、自然界にまたこの世界に神が

働いておられる、ということ、神

の創られた世界の持つ、創造の秩

序です。ローマの信徒への手紙１

章１９－２０節は次のように語っ

ています。「1:19 …神について知

りうる事柄は、…明らかだからで

す。神がそれを示されたのです。

1:20世界が造られたときから、目

に見えない神の性質、つまり神の

永遠の力と神性は被造物に現れて

おり、これを通して神を知ること

ができます。」また詩編の作者は

「詩19:2 天は神の栄光を物語り

／大空は御手の業を示す。19:3

昼は昼に語り伝え／夜は夜に知識

を送る。19:

4 話すこと

も 、 語 る こ

と も な く ／

声 は 聞 こ え

なくても19:

5 その響きは全地に／その言葉は

世界の果てに向かう。」（詩１９：

２－５）と語ります。

神の創られた世界に目を向ける

こと。イエス・キリストは神の創

造の秩序を発想の原点としてもの

を見るのです。米一粒に神の創造

を見る、と言った人がいます。少

し大げさな感じがするかも知れま

せんが、実にその通りだとも思い

ます。わたしたちの目が、また心

が神の眼差しと神の心とあふれ会

うとき、次の勧めが、真実を持っ

て響いてきます。３１－３２節。

12:31 ただ、神の国を求めなさい。

そうすれば、これらのものは加え

て与えられる。12:32 小さな群れ

よ、恐れるな。あなたがたの父は

喜んで神の国をくださる。

真に思い悩むべきこと、求むべき

こととは、神の国を求めることな

のです。優先順位が変更されるの

アンドロメダ大星雲（秋の清里）
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です。小さな群にとって、目の前

の必要は決して小さなことではあ

りません。しかし「空の鳥」や「野

の花」をとおして、神の創られた

世界の創造の秩序に導かれると

き、信仰のもう一つの豊かさに導

かれるのです。神が与えて下さる

「神の国」を、わたしたちは経験

的に知ることになるのです。

その時こそ、人は、「他の人々

の必要に応えるために献身」する

という、所有について思い悩むこ

との正反対の態度をもつ存在、つ

まり「与える人」へと成長してい

くのです。３３節。「12:33 自分

の持ち物を売り払って施しなさ

い。擦り切れることのない財布を

作り、尽きることのない富を天に

積みなさい。そこは、盗人も近寄

らず、虫も食い荒らさない。」主

イエスが語られた、これらの思い

悩みと富についての一群の言葉

は、地上的な富を蓄えることによ

って将来に安全を計ろうとする、

視野の狭さに対して警告し、同時

に、神の国に心から献身するとい

う知恵を勧めるのです。真の安全

は富にではなく、神の摂理に見い

だされるからです。

３４節。「12:34 あなたがたの

富のあるところに、あなたがたの

心もあるのだ。」内村鑑三は人生

の目的は、「品性の完成にある」

と言い、人が後世に残せる最大の

「遺物」は「勇ましく高尚な生涯」

だと言いました。わたしたちの真

の富とは、主イエスを通して降り

注いでくる神の恵みと愛です。そ

の恵みと愛に応えるべく、あたら

しい一週間も歩んでまいりましょ

う。祈りましょう。

2005. 1. 30 上倉田伝道所礼拝

2005. 5. 25 東京女子大学 礼拝 313

2019.6.23 日本基督教団千歳丘教会
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12:22 それから、イエスは弟子た

ちに言われた。「だから、言って

おく。命のことで何を食べようか、

体のことで何を着ようかと思い悩

むな。

12:23 命は食べ物よりも大切であ

り、体は衣服よりも大切だ。

12:24 烏のことを考えてみなさ

い。種も蒔かず、刈り入れもせず、

納屋も倉も持たない。だが、神は

烏を養ってくださる。あなたがた

は、鳥よりもどれほど価値がある

ことか。

12:25 あなたがたのうちのだれ

が、思い悩んだからといって、寿

命をわずかでも延ばすことができ

ようか。

12:26 こんなごく小さな事さえで

きないのに、なぜ、ほかの事まで

思い悩むのか。

12:27 野原の花がどのように育つ

かを考えてみなさい。働きもせず

紡ぎもしない。しかし、言ってお

く。栄華を極めたソロモンでさえ、

この花の一つほどにも着飾っては

いなかった。

12:28 今日は野にあって、明日は

炉に投げ込まれる草でさえ、神は

このように装ってくださる。まし

て、あなたがたにはなおさらのこ

とである。信仰の薄い者たちよ。

12:29 あなたがたも、何を食べよ

うか、何を飲もうかと考えてはな

らない。また、思い悩むな。

12:30 それはみな、世の異邦人が

切に求めているものだ。あなたが

たの父は、これらのものがあなた

がたに必要なことをご存じであ

る。

12:31 ただ、神の国を求めなさい。

そうすれば、これらのものは加え

て与えられる。

12:32 小さな群れよ、恐れるな。

あなたがたの父は喜んで神の国を

くださる。

12:33 自分の持ち物を売り払って

施しなさい。擦り切れることのな

い財布を作り、尽きることのない

富を天に積みなさい。そこは、盗

人も近寄らず、虫も食い荒らさな

い。

12:34 あなたがたの富のあるとこ

ろに、あなたがたの心もあるの

だ。」
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12:22 Ei\pen de; pro;" tou;" maqhtav"

(aujtou'), Dia; tou'to levgw uJmi'n: mh;

merimna'te th'/ yuch'/ tiv favghte, mhde;

tw'/ swvmati tiv ejnduvshsqe.

12:23 hJ ga;r yuch; plei'ovn ejstin th'"

trofh'" kai; to; sw'ma tou' ejnduvmato".

12:24 katanohvsate tou;" kovraka" o{ti

ouj speivrousin oujde; qerivzousin, oi|"

oujk e[stin tamei'on oujde; ajpoqhvkh, kai;

oJ qeo;" trevfei aujtouv": povsw/ ma'llon

uJmei'" diafevrete tw'n peteinw'n.

12:25 tiv" de; ejx uJmw'n merimnw'n

duvnatai ejpi; th;n hJlikivan aujtou'

prosqei'nai ph'cun_

12:26 eij ou\n oujde; ejlavciston duvnasqe,

tiv peri; tw'n loipw'n merimna'te_

12:27 katanohvsate ta; krivna pw'"

aujxavnei: ouj kopia'/ oujde; nhvqei: levgw

de; uJmi'n, oujde; Solomw;n ejn pavsh/ th'/

dovxh/ aujtou' periebavleto wJ" e}n

touvtwn.

12:28 eij de; ejn ajgrw'/ to;n covrton o[nta

shvmeron kai; au[rion eij" klivbanon

ballovmenon oJ qeo;" ou{tw" ajmfievzei,

povsw/ ma'llon uJma'", ojligovpistoi.

12:29 kai; uJmei'" mh; zhtei'te tiv

fa vghte kai ; ti v pi vhte kai ; mh ;

metewrivzesqe:

12:30 tau'ta ga;r pavnta ta; e[qnh tou'

kovsmou ejpizhtou'sin, uJmw'n de; oJ path;r

oi\den o{ti crhv/zete touvtwn.

12:31 plh;n zhtei'te th;n basileivan

aujtou', kai; tau'ta prosteqhvsetai

uJmi'n.

12:32 Mh; fobou', to; mikro;n poivmnion,

o{ti eujdovkhsen oJ path;r uJmw'n dou'nai

uJmi'n th;n basileivan.

12:33 Pwlhvsate ta; uJpavrconta uJmw'n

kai; dovte ejlehmosuvnhn: poihvsate

eJautoi'" ballavntia mh; palaiouvmena,

qhsauro ;n a jne vkleipton ejn toi '"

oujranoi'", o{pou klevpth" oujk ejggivzei

oujde; sh;" diafqeivrei:

12:34 o{pou gavr ejstin oJ qhsauro;"

uJmw'n, ejkei' kai; hJ kardiva uJmw'n e[stai.


